
IAFとILACの統合及び、認定機関の国際的
枠組みに関する新組織の運営開始について

（独）製品評価技術基盤機構 認定センター(IAJapan) 大高 広明
2026.3.17 第19回不確かさクラブ総会
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（前置き）国際貿易の円滑化に必要な“国際相互承認”
国際相互承認：異なる国や機関で行われた適合性評価結果を互いに同等と

認め、国際的に受け入れる仕組み
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国家計量標準機関間の
相互承認（CIPM MRA）

認定機関間の
相互承認

（ILAC/APAC 
MRA）

試験・校正結果の
同等性

（前置き）国際相互承認に基づく試験・校正結果の相互受入れ

認定機関間の相互承認＝認定機関運営の適切さを相互に認め合う
ISO/IEC 17025に基づくマネジメントシステムの運用
計量トレーサビリティの同等性の確保
技術能力の適切な評価



SADCA

IAAC

EA

APAC

ILAC

（前置き）認定機関の国際的ネットワーク
（国際相互承認の枠組み）

ARAC
AFRAC

IAF
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（前置き）ILAC相互承認取決め／IAF多角的承認
取決めについて

ILAC相互承認取決め
（ILAC Mutual Recognition Arrangement、ILAC MRA）

:認定された試験所/校正機関/標準物質生産者等が発行する試験報告書/
校正証明書/認証書等が国際間取引において有効なものとして流通する

    ことで、不要な二重検査が排除され、円滑な貿易を促進することを
    目的としている。

IAF多角的承認取決め
（IAF Multilateral Recognition Arrangement、IAF MLA）

:認定された認証機関/妥当性確認機関/検証機関が発行する認証書/声明
書が国際間取引において有効なものとして流通することで、不要な二

    重検査が排除され、円滑な貿易を促進することを目的としている。
※IAJapanウェブサイト
（https://www.nite.go.jp/iajapan/aboutus/kokusai/recognition.html）より引用

ILAC：International Laboratories Accreditation Cooperation
（国際試験所認定協力機構）

IAF：International Accreditation Forum（国際認定フォーラム）
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ILAC 解散 IAF主要活動終了
2025年12月31日

 （ ）
運営開始、IAFとILACの活動を引継ぐ

2026年1月1日

2025年12月8日
に新組織に加盟

ILACとIAFの統合による新組織の設立
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＜設立（ILACとIAFの統合）の目的＞

➢あらゆる種類の適合性評価を網羅し、世界的に認め
られる単一の多角的承認取決め（MRA）の実現

➢組織運営の効率化（活動の重複の排除）
➢調和した運営ルール、要求事項、手順を開発する
能力の向上

➢認定の有効性を向上させるためのステークホルダー
との対話の強化

➢認定と品質インフラの推進における世界的なプレゼ
ンスの強化
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＜加盟認定機関からの認定取得のメリット＞
➢国際的な受入れ：加盟認定機関による認定は、多くの経済圏
において規制当局、企業、消費者に広く受け入れられ、貿易
における重複（二重検査等）や技術的障壁を削減する

➢国際的な信頼性：認定は、認定機関が国際基準に従って運営
され、厳格な相互評価を受けていることを証明できる

➢ガバナンスへの参加：認定機関は、国際的認定に係る技術お
よび政策の策定に参加し、方向性の決定に貢献することがで
きる

➢MRAマークへのアクセス：加盟認定機関と認定適合性評価機
関（CABs）は、Global Accreditation Cooperation 
Incorporated のMRAマークを使用するライセンスを取得でき
るため、認定されたCABの報告書の信頼性が向上する
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＜ILAC MRA/IAF MLAについて＞

ILAC：2025.12.31をもって解散。ILAC MRAマークは新組織に
譲渡されている。

IAF：2025.12.31をもって活動を停止。IAF MLAマークは新組織に
ライセンス付与されている。

➢ILAC MRA、IAF MLAは2025.12.31をもって終了。“新組織
MRA”が両機能を引き継いでいる。

➢ILAC MRAマーク、IAF MLAマーク（組み合わせ認定シンボル） 
は引き続き、一定期間使用が可能。
※一定期間：新組織のマークが使用可能になり、ILAC MRA/

IAF MLAマークが不要になる（市場から廃止される）まで
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＜現状と今後＞

➢商標登録の関係から、現時点では新組織のマーク及び略称（ILAC、
IAFのような）が公表されていない。

➢新組織のマーク及び略称は、次回新組織総会（4月@プラハ）に
おいて公表が予定されている。

➢公表後、マーク及び略称の使用が可能になる。

➢適合性評価機関、認定機関の業務はこれまで通り継続される。
認定の品質（認定基準、審査水準等）は引き続き維持される。
認定に係る技術的事項も変更はない。

➢新組織略称情報及び新組織マーク組み合わせ認定シンボルは、総
会終了後認定機関から提供される予定。新マーク使用の移行期間
情報もあわせ提供される予定。
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【参考】
グローバル認定協力機構ホームページ
https://globalaccreditationcooperationincorporated.org/
グローバル認定協力機構ホームページ ＞ FAQ（よくあるお問い合わせ）
https://globalaccreditationcooperationincorporated.org/#FAQ_Section

https://globalaccreditationcooperationincorporated.org/
https://globalaccreditationcooperationincorporated.org/#FAQ_Section
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【参考】認定センター（JAC）ホームページ お知らせ
https://www.nite.go.jp/iajapan/jac/information/20251223_jacinfomation.
html

https://www.nite.go.jp/iajapan/jac/information/20251223_jacinfomation.html
https://www.nite.go.jp/iajapan/jac/information/20251223_jacinfomation.html
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＜IAJapan認定事業者の皆様へ＞

➢新組織設立に伴う認定に係る諸ルール（要求事項、各
種手続き）の変更はありません。

➢従来のILAC MRA組み合わせ認定シンボルも当面の間
引き続き使用が可能です。

➢新組織の略称及びロゴ（新認定シンボル）は、4月の
新組織総会以降IAJapanウェブサイト及び公開文書等
にてアナウンス・配付予定です。
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